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Abstraet

Tムe type uxF-011micro-WaVe
COmmunication equlpmentis a simple multi-

ChannelradiotelephonewhichcomprlSeS3-telephonechannelsinFMTFMsystem

On6,000Mcband･Itutilizessuchanewsystemthatanoscillatorconsistingofa

klystronoflOOmWoutputisusedincommonforbothtransmittingandrecelVlng

PurPOSe･Thismaybesaidasamplemachineofmicro-WaVeCOmmunicationequlP-

mentsforlocalcommunication.

By means〔･f selective

FM,FM-FM,etC.,through

Width of micro-WaVe,etC.,

telephone system,television

applications.

〔Ⅰ〕縮 言

useofseveralmodulationsystemssuchasAM-FM,SS-

a few alterationsin terminalsystem,frequency band

thisequlPmentCanbeusedwidelyformultiple-Channel

relaysystem,telecontrollingsystem,andseveralother

我国のマイクロ波通信は研究時代より笑月拙時代に移

りつゝあって,閂有鉄道や一部の 力会社に放てほ既に

実用回線として使用しているし,又電々公社や保安庁等

の基幹通信網として 設が進められ近い将来Ⅰこ実用され

る機運にある｡これら長距離中継回線用のマイクロ波装

置の他に局地的通信用としての電話,テレビジョ叫-一組

遠隔監視制御,遠隔測定等に使用するマイクロ波通信装

置の要望も盛んになりつゝある｡これら局地通信用マイ

クロ波通信装置は局地有線通信鰍こ代り得る多重通信線

路を提供することになるわけであるが,その特質として

二考慮すべき主な事項は次の通りであるし

〔a)所望の回線数や伝送特性′等を満足する範囲に放

て小型軽量,価綴低廉であること｡

(b〕中継を考慮しなくてもよい場合カミ多いが,比較

的近距離でもかならずL′も見透L可能の地点間で

使用するとほ限らないから,無償

行い得るものであることL

中継が容易に

〔c〕懲貯茸理上から局地通有≠とLて割当てられる

周波数帯を佐用すること.

*日立 作師戸巌工場

一般に空中線の有効面積を4使用波長をスとすれ
は空中線利得G∠1ほ

c.1=-≠㌍ ‥.(1)

又,葺巨離をdとすれは月由空間損尖エは

エ=(空)2･‥‥ ‥‥.(2)

となり,フェーディングやガス,雨等による減衰を〟と

した場合･送端及び受端に放ける送信及び受信機の所要

利得の和Cは

G=u
J‥l/.J▲､:.1J

/ノ､■い
.卜

‥‥‥

.(3)

となる0即ちC,dが→定のとき脇状きくならない周

波数範囲(波長3～4cm迄〕に於て波長を短くすれば空

中線を小型とすることができ,又導波管回路も小型とな

る0又無鎖電中継の反射板等の電波の方向変換を行う空

中線の有効面積を5とすればこの空中線の利得C月は

cガ=う芸5.‥.‥‥‥..……‥(4〕

となり,このときも波長が短い粧有利となる｡この他テ

レビジョン中継等のように広い周波数帯域幅を必要とす

る波形の伝送の点からも波長が短いことほ必要条件であ

るが･波長が短くなるに従ってマイクロ波用真空管,導



日 立 評

第1図

UXF-011型マイクロ

ウエーフナ綜合系統図

Fig.1.

Schematjc Diagram
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波管回路,その他の製作技術は高度となるこ商品として

製作可能であることや,上述のル物制限と(c)項をも考

慮に入れ,又(a)項の観点からマイクロ波を変調するた

めの端局の方式も決めるとすれば6,000Mc滞のFM-

FM方式による多重通信装置は局地用装置として最も好

ましいものであろう｡

以下述べるUXト011型マイクロ波通- 置は電話3

通話路を伝送するための6,000Mc帯のFM-FM多葺

電話装置であって小型化するための数多い新方式が採用

されていて局地通信用 置の-･つのサンプルであって,

マイクロ渡部の帯域幅や端局部の方式等を適当に若干変

更することによりSS-FM,AMLFM･FMLFM或は単

なるFM変 により前述の各穐悶途に適合させることが

汁与来るものである｡

〔ⅠⅠ〕装置の概要及び性能

この装置は木体と空中線系との二つの部分により構成

されていて第1図に綜合系統図を,第2跡こ本体の外観

を示す｡本体ほマイクロ波盤,中間周波盤,制御監視盤,

副搬送波端局盤,電源盤の五つの部分に分れていて幅

520nm,高さ1,500mmの鉄架に収容され, 源の開

閉,各盤の動作状態や通話状態の監視矧･蛸り御監視盤で

その大部分,マイクロ波盤でその一部を行っているe以

下本体の主要部と空中線系に掛､て若干の説明を加えよ

〔り マイクロ波盤

(二AJマイクロ波回路

マイクロ波盤の系統図を第3図に示す｡第1国で判る

ようにこの装置は送,受周波数の差を中間周波数に選定

することにより,送信用と受信局部発振用のマイクロ波
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第2図 UXF-011型マイク ロウエーブ

(装置本体外観〕

Fig.2.GeneralView ofTypeUXFqOll

Micro-Wave Equipment

マイワ口演送信回路

第3図

Fig.3.

マ イ ク ロ 波盤 系

Schematic Diagram of theMicro-

Wave Panel



UXF-011型 ク ロ 波 通 信 装 置

発振器を共用(1)させてマイクロ波部の簡易化(2)を行って

いる｡即ち第3図に於て反射型クライストロンよりのマ

イクロ波出力は送信周波数を中心､として帯域幅 4･5Mc

の雑音除去用帯域濾波器を経てその電力の約1/100を局

部発 用として受信同格に供給し大部分ほ更に雑音除去

用濾波器と同様の送仁‡f~日印域濾波器を通やH面のY分収

に入る｡Y分肢の他方の足ほ受信用回路となっているが

この入口にほ帯域幅4.5Mcの受信尉帯域濾波器が設け

られ,その中心周波数が第l図のfllとfちとの差だけ

ずれているので,Y分蚊の分岐点より
,受信帯域濾渡

器に到る導波管長を適切にすることにより,送信波ほ受

信回路の影響を殆ど受けない｡Y分肢を出た送信波はそ

の電力の極く一部を出力並びに周波数監視掛こ与え鏡電

導波管を経て空中線に到る｡この監視器は空

一種で共振周波数は可変であり,整流Ⅲ力を

周波計の

流計で測

達することにより送信周波数並びに相対的な出力を知る

ことが出来る､｡この空洞周波計仕送信周波数に同
して

いるので受信渡に対しては殆ど影響を与えず,到来受信

波はY分肢に入る｡J受信波の場合も送信波の場合の関係

と相似で分肢点よF)送信回路をみたインピーダンスが極

めて高くなるので,その大部分の電力は受信同路の受信

肘帯域濾波器を経て, 信の場合と同様に局発結合装置

により若十の電力損を受けて混合箸別こ到る｡】この場合受

た洞帯域濾波器は受信回路の不要感度(Spurious Res-

ponse)を低下させるためにも大いに役立っている｡第
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Fig.4.
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策1表 不 要 感 度 特 性

Tablel.Spurious Response

不要戚度周波数

(Mc)

′｡-′言=6,655

ノ■8-㌢=6･677･5

ーrβ-㌢=6,685
′¢-トキ=6,715

ノ･e十㌔′£=6･722･5

ノ打トー…ノ詞,730
受信用波数

局部発振周波数

中間周波数

1表に不要j

6,745Mc

6,700Mc:

45Mcニ

.′.′

度実測の一例を元す.｡

り出て来た一部の

相 対 威 度

(db〕

36

74

､ミー

66

62

一方局発給合装置よ

波ほこの結石 置の出口と受信局

帯域濾波器[H口とを結ぶ導波管の長さが適切に選ばれて

いるのでその電力の大部分は混合器に入り,局部発振に

相当する電力レベルを混合 に与える｡この場合送信珂

路にある雑音除去用帯域濾波器がクライストロンから発

生するマイクロ波雑音のうち,受信回路の影像周渡数に

相当するスペクトラムを除去するので雑音指数が改善

され,その 測値は綜合雑音指数として14dbを得てい

る.二.このマイクロ波回路(2)は上述のように濾波器,結合

装置~及びY分肢を巧みに組合せ,送･受信損失や不要

度,雑音守旨数の低下を行っているが,

の

信及び受信回路

整がそれぞれ単独に行い得ることも大きい特長であ

る｡

帯域礪澱署ほ
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第5図

Fig.5.
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Characteristic of the Local

Oscillater Coupling Circuit
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波管型のものを使用しているが,その減衰特性実測の一

例を第4図に示した｡局発結合装置は結合窓を持つE面

丁分肢であって,中央部のビスにより結合度を調整する

ことが可能であり,その特性の･-▲例を第5図に示L

た.=

(B)クライストロン発振器

マイクロ波発振器は反射型クライストロン2k26 を

使月]し,周波数6,575～6,875Mcの範囲の→つの周波数

を発振し出力約100mWを得ている｡--･般にクライス

トロン発振器は電源電圧や温度,負荷の状態等の変化の

ため発振周波数が変化するため,特別に 気的又は機械

的の自動周波数制御(AFC〕回路を設け周波数の安定化

を行わねばならない｡例えば本装置に使用Lている 2k

26に就いて実測すれば,反射板電圧1Vに掛･､て約1.5

Mc,内蔵空洞の周囲温度±1つCに就いて酢〕耳200kcの

変動がある｡この種装置の送受信回路のマイクロ波部や

中間周波増幅部の綜合帯卿副ま,変調による例帯波スペ

クトラムの拡りと,周波数の安定度とを考慮して決めら

れるが,周波数変動の幅をⅢ

の大部分を変

るだけ小にして,帯域幅

渡のために占有させるようにしなければ

ならない｡この装置では一方の局の発振器にほ何等AFC

回路を設けず,定 圧電源による電源電圧の安定化及び

恒温槽による温度の安定化を行い,相手局の無線復調回

路である周波数弁別器を利用して(第1図参照〕反射板

電圧を制御する追随式のAFCをかけて小型化をほかり,

A･C･100V50∈や 電源電圧範囲+5%,-10′%~,周波数

十4%,-8%,温度範囲 -20⊂■～400Cに放て,一定の

周波数の絶対値に対して綜合した安定度を±2×10-4以

下に押えている｡

定 圧安定回路は 源盤に収容されていて,走電圧放

電管の端子電圧を演準として出力高圧の変動を供還増幅

L,これにより 源回路に直列に入った三極管の内部抵

抗を変化して安定化を行い,更にA.C.100V入力回路

にほ周波数補【賞鉄共振型の完 クるあてつし,オ玖力置

ライストロンの恒温憎は3組のと←タ及びサトモスダッ

トにより,-20～50t=■C の外気温度に対しビルトアリプ

の博聞ほ約2J分以内,柁内の温度ほ90こニ±1.5L二Cとな

っている｡

(C:)前置巾問周波増幅器

中間周波増幅部は前置増幅器とTi三増幅旨封こ分れてい

て,前置増幅器はマイクロ波矧こ,主増幅器は中聞周淡

盤に収容されている｡前澤増幅器ほ第3図に示す通り

6AK5.3本により構成されたrrl心周波数45Mcのウ

オルマン回路を使用した低雑音増幅器であって,入力は

マイクロ波混合掛こ直結され,Ⅲ力例のインヒ㍉-ダンス

ほ75月 となっている.､

別冊第 6 号

AFC直流腰幅書

第6図 中 間 周 波 盤 系 統 図

Fjg.6.Schematic Diagram of theI.F.

Amplifier Panel
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第7図

Fig.7.

中間周波主増幅器振幅特性

Frequency Characteristjc of the

MainI.F.Ampli丘er

〔2〕中間周波盤

第`図に中間周波盤の系統図を示す､

(A二)主中間周波増幅器

前置増幅器よりの 45Mc信号は入力インピーダンス

75J2の土中間周波増幅箸別こ入る〔′この増幅器ほ6本の

6AK5 により所要の利得及び帯域幅を得ている｡第7

図は主増幅器の振幅特性実測値である- この増幅器及び

前置増幅器は特に厳重に外部よりの不要高閲渡入力を除

くため特別の濾波回路及び

(B二)振幅制限器

函を用いている

｣二｢二Ⅰ一昭J周波増幅器のHけ〕は取幅制限掛こ入り,広範儲

の入力変化に対して出力を一定にしているご-この制限器

ほ6AK5の格子及び陽極型制限回路3段よりなり,時

定数ほ副搬送波周波数に対Lて十分に小さく,入力約

10V以上は完全に振幅を制限している｡

(C)周波数弁別器

振幅制限器よりの--･･定用力は周波数弁別器に入り周波
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第8図

Fig.8.

川 波 数 弁 別

Characteristic of

Discriminator

器 特 性

the Frequency

数変化を振幅の変化にかえる｡フォスタ,シリの回路に

より構成された周波数弁別器であって周波数変 渡の復

を行い副搬送波を得ると共に追随式AFC川の直流

圧をも同時に取出している｡〕第8図は本器の矧生実測値

であるが帯域内に放ける直線性は極めて良好である｡な

お正例の山と員側の山との間隔約10McがAFCの応

動周波数範囲を決定Lている(-･

(D〕副搬送獲増幅器

周波数弁別器よりの出力は副搬送波増幅署詩により増幅

され, 瞞酉円
力力出のそ 波端局盤の受イ.‡機入力となる｡ノ

この増幅器の周波数振幅特性は160～360kcの聞ほゞ平

坦で,歪特性は 減衰量 70db 以上であって,｢l_l力は

0～5dbmを得ている｡

(E)AFC■直流増幅欝

周波数弁別器よりの,中間周波数中心値の変動による

直流出力は 当な特定数を持つ積分回路により副搬送波

と分けられ直流増幅箸別こ入り若干の増幅がなされてクラ

イストロンの.反射電極 圧を制御している〔∴なおこの増

幅器は第1図に示す通り--･方の装置にのみ実装されてい

る｡

3)空中線系

この
､て回線を構成する場合,L可線の地理的

条件,気象的条件, 汲伝播に起因する信傾度の所要値

等の各種条件より,所要の信号対雑音比を与える空中線

系が決定されることになる｡

ク ロ 波 通 信 装

空中線利得をCノ1,

置

をl力機 P,自由空間損失を

エ,.反射板等の無鎮電中継による損失をエ7･,餞 緑損失

をエ′,フェーディング許容率をノばとすれば一対向の回

線に於て両局の空中線,鯖電線を同一のものを使用する

として,平常状態及び最悪状態に於ける受信機入力ア=

及びア.′･わは

ア,･∫
Cノ12･ア

イ､./..∴ノ‥

となり,受信機雑音

Gノ12･P
-:･ ト/.･J､.∴し･､り

...(5二)

力をアγ… 限界受信機入力をPJ

とすれば,この回線の信号対雑音比の平常値(孟)∫･最悪
値(孟)｡はアリ･わ>P↓の条件内に於て

(是)ズ=葦;誓0及び(是)｡=
P9･わ･尿0

/･∴

＼､ノ6.ト

但し早川=År軌㌔f/.=Å71βf∵′であってgはボルツ

マン定数,Tほ絶対温度,βほ受信機帯域幅,ダは受信

推古指数,C′はβ0を得るために必要な受信機入力

の余裕度であり,斤0は変調方式及び変調の深さにより異

る振幅変調の場割こ比較LたSノⅣの改善度を表わす広

腎域利得であって,本装澤のようにFM-FM方式の場

合副搬送波の変調乗数を∵椚l,マイクロ搬送波のそれを

∽2とすれば吼=J吉∽1,椚二となる(〕･一例として服
数6,700Mcの場合,距離100km,フェーディング許

25db とLて1kcの1言号を224kcの副搬送波を

使用Lて伝
する場合(6〕〔5)(2)(1)式を用いて(是)｡

50dbを与える空中線系を決還すると,1局当りの鎖電

線愚夫が1dbの場合,空巾線の有効面積は約2m2 と

なるこ1即ち飴電線として7,000Mc腎域標準導波管WR-

7,000Cを約10m,空中線としてパラボラ反射鏡を使用

するとすればその直径は約2m となる.ご この例は無骸

電中継を行わず(5)式のエノ･を1としたが,地形の関係

ん･=〔…(‡十三)cosβ〕2･で･′･･‥‥‥･････(7〕
但L･5ほ反射板の面 γほ受信‡,真より中継.〔､ミ迄の足巨

離,γ.ヾは送信点より中継点迄の距離,βほ中継点に於け

る入射角,机･は反射板の凸凹等の実際製作上の精度に関

係する僻事であって,これによってん･を考慮Lて反射

板の面積,位置等を決定しなければならない･_､

第?囲は本 置に使用する厄径2m のパラボラ反射

鏡を右する空｢い線の外観である(､この空中線は反射鏡に

対して小型 磁ホ←ンで電波の吹付を宿っており,6,575

～6,875Mcの範巨引こ於ける靂圧定在渡比1.1以下,利

得約40dbの実測値を得ている二
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第9図

Fig.9.

齢指
しリレーL｣

し--r-｣

空 中 線 の 外 観

GeneralView of the Antenna

マイフロ淀

リアクワンス
管変調書

発振器 比 刀
腰幅害

痕冨
管

交斤

ふ直流電源

第10図 副.搬送波送信盤系統凶

(点線は信号器の部分を示す)

Fig.10.Schematic Diagram of the Sub-

carrier Transmitter Panel.

(Dotted Line Shows the Ringer〕

(二4〕副搬送波端局

副搬送波としては160kc 伎びi90kc,224kc及び

260kc,305kc及び360kcの3対をf凱､,これを音声

信号により周波数変調する｡即ち通話路数ほ3で,各通

話路に対する送受の副搬送波周波数を異ならしめてあ

る｡なお 話回線ほ,手動交換機に収容し得るよう信号

回路を持っている｡

(A)副搬送波送信盤

第10図に副搬送波

音声回路はリレー

信盤の系統図を元す｡

力振幅

制限掛こ入る｡この回路は12Ax7を1段用い,直列格

子抵抗と低陽極電圧によって音声信号の振幅制限を行う

ことにより,過変調を防止し,入力レベルー6より+20

dbm迄の変化に対し ±6dbm 以内に相手方副搬送波

受信機の音声出力レベルを保つ｡信号に対しては,リレ

ー制御によりリミ･ノタを介せず直接リアクタンス管格子

に直流電圧を-レえ,音声に依る場合より大なる周波数偏

移を与える｡音声による最大周波数偏移ほ160kcに放

て約±5kc,360kcに於て約±10kcであり,マイク

ロ波をFMする場合の高い問波数に於けるSノ/〃改善度

特 集

モ餌苛政
声

涙

第11図

Fig.11.
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第12図

Fig.12.

受信電力に対する信号対経書比

Signalto Noise Ratjo by the

Receiving Power

の低下を二ゝで補慣する意味を待っている｡リアクタン

ス管及び発駄管としてほそれぞれ12AX7を用い発振回

路ほコルピッツ回路を若干変形したものが用いてある｡

変調された副搬送波は12AX7 で電力増幅された後濾

法器を通Lインヒーダンス75βでマイクロ波

送られる【.

rB)副搬 渡受信盤

倍機へ

第11図に副搬送波受信盤系統図を示す,′

インピ←ダンス75J2iこて送られたマイクロ波受信機

出力は,受信盤入力濾波掛こより,各通話路の副搬送波

に分離される∴濾波器のインピーダンス変成比は75J2対

20kJ2で,二のH力は6AH6により1段土質幅せられた

後,6AH6によぎ)1段振幅制限がかけられ,ゲルマニ



UXF-011ノ=〔誓 マ イ

ウムによる周波数弁別回路を通して復調される｡送信側

のすi:‡号による出力直流電圧は,リレ←を動作せしめA.C･

50亡七を線路に り出し受信側

副搬送波受信盤音声出力は標

dbm の間

話機の 鈴を鳴動する｡

変調時に放て0より+10

整可熊であり,各通話路問の漏話減衰慮は

55db以上である｡

送受信を通じ 副搬送波端局の通話路当りの真空管数

は5本であるっ

(5二)送受信綜合動作

(A)警報装置

送f…言マイクロ波出九受信中間周波出力及び A･C･

100V電源人力に対して異常が生じたとき, 源盤に実

装されている警報回路により可視,可聴の警報を発する

ようになっているっ

〔B二)綜合特性

直径2mのパラボラ空中線をf凱､鎮 練長を10mと

Lて,距離100kmの自由空間を考えた場合に相当する

擬似線路を両局の 磯閲に挿入Lて,

を含めた綜合信号対雑音比及び綜合i

瞞
百田

話減衰畳の実測値

はいずれも各通話路共50db以上である｡.又224kcの

活路を用い,変調周波数1kcの場合,マイクロ波受

信機入力の変化による副搬送波端局をも含めた綜合信号

対維青比を実測したものが第12図である｡

｣二

チューブラM.P･蓄電器

Tub山aT M.P.Capacitor

グ ロ 波 通 イこi■装 符丁手

〔ⅠⅠⅠ〕結

以上本装置の概要を説明Lたが,

なように,6,000Mc 滞のマイクロ波を搬

ても明か

波とし.特

別に簡易化されたマイクロ波椰と比較的周波数の高い副

搬送波により周波数分割を容易にした副搬送波端局や

FM-FM変調による信号対雑音比の高度の改善等の各

種の特長により,一一応こローカル通信用としての伸用R的

に合致した装置となっているが,この特長のあるマイク

ロウエーブ送受信機構に各積変調力式を組合わせたこの

種装置が十数通話路の 話,遠隔制御,テレビジョン小

継等のそれぞれ特定の値鞘目的に完全に合致Lた装置と

して各種用途に計画されつゝあるので,これ仁)に就いて

も近く本誌上に紹介できると思う｡

終りに本装置 作に当り御指
,御協力をいたゞいた

東北大学宇田教授及びその研究室の万一々,並びにR立製

作所関係各位に対し深甚の謝意を表する÷.
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角型M.P.蓄電器ほ既に各種通信機に実用され,性能

秀な実績を挙げると同時に,通信機の小野ヒにも十

分貢献しているが,最近無線機に於ても小型化と性能向

上の見地から,チエ←ブラM.P･蓄 器を従 の角型或

いはチニL･-ブラ紙蓄電掛こおき換え,M.P.蓄電器せ全

面的に採用する傾向にあり,-･部でほ電解蓄電器にも置

換え使用されている..

特にテレビ受像機職ラジオ受仁磯吼一一般無線機用,

搬送電話装置用及び蛍光灯の力率改善用等に使用して紙

器に比し小型であること,自己恢復をすること,竃

気的性饉が良いこと等その価値を十分に発押するもので

ある二.

性能的にほ角型とチエ←ブラ型射ヒ較し上場合は,蓄

電器の蚕優性離である容量偏差,絶 抵抗,耐 圧,

第1図 チ
ュ

ー ブ ラ M.P.蓄電器

Fig.1.Tubular M.P.Capacitors

tan∂等に就いては何等の遜色も認められず,又周波数

特性も同等であり,チューブラ型を前記機種に採用して

も十分使用することが出来る｡

現在日立製作所で標準品として量産を行っているもの

.ゝ性能構造寸港等は下記に京す通りである.-′
第1図は各容量のチューブラ型M.P.苔 器の外観図

を示し 第2図(次頁参照)ほ各容量の外形寸深を示す-､
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第2囲

Fig.2.

1m｡音≡静電容量,任那冨庄
D.(/1F):(Ⅴ/D.C.)

チュ
ー ブ ラ

1.0

0.5

0.2

0.1

0.05

試芳命電圧

(Ⅴ./D.C.〕

M.P.蓄電器寸法図

DimensionsofTubularM.P.Capacitor

第3図 耗蓄電器とM.P.蓄電一抹の同一容量

に対する比較
Fig.3.Comparaison between Conventional

(Left)and M.P.Capacitor(Right)of
the Same Capacitance

チユ←ブラ型M.P.蓄電器の性能を示す共通仕

第】表に記述してある｡

舐蓄電器とM.P.蓄電器のチユ←ブラ丑の容積及び重

量を比較すると下記の通りである｡比較した紙蓄電器ほ

某社製の通信機用のもので,動作電圧はそれぞれ350V

である｡

第3図ほ比較写真を示したものである｡

第1表 チ ュ

ー ブ

静電容宝ヒ偏差

絶 縁]寛 抗

耐 電 圧

損 失 角

耐 熱 試 験

耐 湿 試 験

別冊第 6 号

第4図

Fig.4.

FM無線機に取り付けたM.P.蓄電器

M.P.CapacitorsAdoptedinF.M.Radio

第5図

Fig.5.

テレビ受像機に 装した M.P.蓄電器

M.P.Capacitors Equipped on TeleT

Vision Receiver

容 量
1.00/JF

O.50/JF

O.20/jF

O.10〆F

O,05〃F

容横倍械
66%~

60%

58%

50%

45%

重量低減
67%

65%

63%

63%
60%

現在各種無儀機並びに通信■機に･掛‡｣されているが,そ

の一例を示すと,FM無線機に実装Lたものが,第4図

で日立テレビ受像機に使用したものが第5図である｡

ラ M.P.蓄 電 器 仕

Tablel. Speci丘cation of Tubular M.P.Capacitors

1,000⊂b交流ブリッジ法で測定して+30%,-20%以内なること

0.5/止｢以上 100V D.C.直偏法により1,000Mβ 以上なること

0･5/`F未満llOOV D･C.直偏浅により 2,000Mβ以上｡但し0.1/上兼満は3,00川乍β1･1上

500V D･C･を3mhl制札異常なきこと｡伯しその間放電あるも慄復して前記規格を満足するこ上

1,000⊂b交流ブリッジ法で測定してtan6く0.015なること

45ロCの恒温漕中で2hr加熱し常温に2iュr以上放置後,次の規格を満足すること

容量偏差が試験前の値の±5%以内,その他は前記規格通りなること

40勺C相対湿度90%中に6hr放置,更に常盃50±10%湿度中に2;1r放置娃次の規格を満足

0･1〃F以上は700Mβ,0･1/ノア未満が1.000Mガ■以上の絶縁抵抗な功し,容迅偏差が試験前の土5%以内




